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素の混合ガスであり， これを原料として適当な触媒を選ぶことにより， 直鎖炭化水素， 分枝




合したガスを用い， まず（1）式に示すような反応でDME のカノレボニル化反応が起こり， 酢酸
メチルが生成するO この反応の触媒には貴金属を担持させたゼオライトを用いる。 次に（2）式
に示すような酢酸メチルの触媒水素化により， エタノーノレとメタノールが生成する。 この反
応の触媒には Cu/ZnO触媒を用いる。 この反応の全体の反応式として（3）式に示す。 DMEと水
素一酸化炭素の反応により， エタノールとメタノーノレが生成するo この（1), (2）の反応式で示
す触媒反応を連続して行うため，図1に示すような反応器を用いてエタノーノレ合成を行った。
リアクターの内部にはまずDMEのカルボニル化して酢酸エチルを合成するため，触媒として





CO/DME/Ar + H2 
CH30CH3 + CO→CH3COOCH3 
CH3COOCH3 + 2H2→CH30H +C2HsOH 










本研究において最も 重要な 反応は DME のカノレボニル化による酢酸メチルの 合成 反応で、あ
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1.5乱1Pa, 493K, 40ml/min (FoMFJArtco=FH2=20ml/min) 











が高かった。 これは反応中に多量に存在するcoと H2から Cu/ZnOを触媒としてメタノール
が生成したため メタノールの選択率が高くなったと考えられた。DMEのカルボニノレ化に最
も活性の高かったPt-H-MORが最もエタノーノレ選択率が高いと考えられたが， 貴金属を担持



















成ガスを経由してエタノーノレを直接合成することは， ビ ジネス的にも大変有意義である。 環
境とエネルギー両方とも大きな市場がある。
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